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                          公益財団法人 服部報公会 

２０１５年（第８５回）服部報公会「報公賞」が決定 

横浜国立大学 先端科学高等研究院 上席特別教授 

藤野 陽三 氏 

「社会基盤構造安全学の研究とその国際展開」 

 

１９３０年（昭和５年）に設立された公益財団法人服部報公会（代表理事：佐藤壽芳）

は、活動の一環として、工学に関する優秀な研究成果を挙げた研究者に対して、服部報

公会「報公賞」を贈呈しております。 

 

このたび、本年度の公募を行い慎重かつ厳正な審査を経て、２０１５年の報公賞

に、横浜国立大学 先端科学高等研究院 上席特別教授 藤野陽三氏の研究「社会基盤

構造安全学の研究とその国際展開」を選定いたしました。 

 

[業績の概要] 

受賞者藤野陽三氏は、社会基盤構造安全学の研究に努め、橋などのインフラストラ

クチャの地震・風などによる振動の予測と制御そしてモニタリングの研究において世

界をリードし、「構造制御」という分野を確立し、世界構造制御学会を設立に導くなど

構造工学の新しい潮流を主導されました。液体同調ダンパーやケーブルダンパーなど

の実用技術を世界に先駆けて開発するとともに、数々の設計公式を導き、世界でも広

く使われております。 
 

具体的には、構造・環境相関モデリングの研究においては、吊形式橋梁の新しい非

線形振動モデルの提案、歩行者の同期による橋の横揺れ振動の存在の証明などが、顕

著な業績としてあげられます。中でも特筆すべきは、歩行者による横揺れ振動のため

2000 年に閉鎖されたロンドンのミレニアムブリッジでは、1993 年に国際誌に発表し

た論文で、集団の歩行同期による橋の横揺れを予見しており、この分野の世界的な第

一人者としてイギリスにアドバイザーとしてただちに招聘され、問題の解決に貢献さ

れたことです。この振動は数理科学の分野でも歩行者の同期（Synchronization) とし

て国際的に注目され、受賞者の論文がサイエンスの分野での数多くの研究のきっかけ

を作り、数多く引用されるに至っております。 
 

また、構造制御の研究においては、自らが考案し命名した同調液体ダンパーTLD

（Tuned Liquid Damper）をはじめ，同調質量ダンパー、マルティプルダンパー、ケー

ブルダンパーなどの性能評価式や免震ゴム支承の統一モデルの構築などの数々の成果

を発表し、広く内外の設計で使われております。これが構造制御学の分野の確立につな

がり、また世界構造制御学会の設立に参加し、自ら会長も務めるところとなった訳です。 



さらに、モニタリングによる構造モデリングの研究においては、風などの環境外乱に

よる構造物の振動応答からの構造物や環境外乱のモデルを解析する理論（逆解析理論）

を構築し、吊橋の風応答からの自励空気力の高精度検出、斜張橋の地震応答からの高次

モード同定、橋梁の免震効果の同定などに成功し、また，高密度レーザ多点振動計測手

法とそのデータ処理法を確立し、振動モニタリングから工学的に価値のある情報を導け

ることを実証的に示すなど構造同定の新しい分野を切り拓いておられます。 

現在、藤野陽三氏はこれまでの業績を生かし、国家プロジェクトである内閣府の

戦略的創造プログラム SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）のディレクター

として、安全なインフラ を実現するための維持管理の研究開発のリーダーも務められ

ておられます。 

これらの研究業績は、社会基盤構造安全学の分野において、パイオニア性が極めて高

く優れた業績であります。また、藤野陽三氏が開拓した革新的な社会基盤構造安全学の

分野は、橋・構造、モニタリング・メインテナンス、知能化社会基盤、風工学の分野に

とどまらず、広く、災害事故に対する都市社会基地リスクの軽減と制御、事前予測や事

中・事後対策までを含めた知能化セキュア社会インフラ実現に寄与すると期待されます。 

 

なお、「服部報公会 報公賞」の贈呈式は、来る１０月９日（金）午後３時３０分よ

り、日本工業倶楽部（千代田区丸の内）にて開催予定で、賞状並びに賞金１，０００万円

が贈呈されます。 

また、「報公賞」と同時に、本年度の「工学研究奨励援助金」として、 １４件の研究に対

し総額１，４００万円が贈られます。 

 

 服部報公会は、１９３１年（昭和６年）の第１回目の報公賞より２０１４年に至るまで

に報公賞１１０件１２５名、工学研究奨励援助金２，８８５件を贈呈して参りました。 
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